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    （担当：助友裕子、細川佳能） 

         TEL/FAX 03-3300-3216  E-mail: healpro.info@gmail.com         

                                                         ニューズレター NO.96／2021年 7月 

＜第 131回定例会＞ 

テーマ：「みんなで育む保育のこれから  

－多分野連携のための現状と課題－」 
話題提供者：大浦 麻絵 先生（札幌医科大学医学部公衆衛生学講座） 

     手塚 崇子 先生（川村学園女子大学教育学部幼児教育学科） 
  

【日 時】：2021年 8月 14日(土) 15:30～17:30（15時 15分より接続可能） 

【方 法】：オンライン会議システム Zoom                                                                                                                                 

※当日の参加 URLは、申し込みいただいた方に、別メールにてお知らせいたします。 

【参加費】：[会員] 無料、[非会員] 500円（但し、学部生無料） 

【申し込み】：下記 Googleフォームよりご登録ください。 

 https://forms.gle/JYjwudpFLZs3NTWT8  

 ※申込締切：令和 3年 8月 8日（日） 

 

＜第132回定例会＞ 

テーマ：「児相で働いてみたら、衝撃でした。 

～ヘルスプロモーション風に考えてみた～（仮）」 
話題提供者：鈴木 了栄 先生（北海道室蘭児童相談所） 

  

【日 時】：2021年 11月 13日(土) 15:30～17:30（15時 15分より接続可能） 

【方 法】：オンライン会議システム Zoom                                                                                                                                 

※当日の参加 URLは、申し込みいただいた方に、別メールにてお知らせいたします。 

【参加費】：[会員] 無料、[非会員] 500円（但し、学部生無料） 

 皆様のご参加心よりお待ちしております！ 
 

第 131回・第 132回 定例会のご案内（オンライン） 

 

令和3年度総会報告 
 

去る６月 26日（土）「令和３年度総会」をオンライン方式にて開催しました。 

議長に安藤雄一会員を選出しました。その後、議案書に基づき下記４議案について審議し、 

全議案原案どおり承認されましたので、ご報告いたします。 

 

進行：松岡 正純 副代表 

第１号議案：令和２年度事業報告（説明：森川 洋） 

第２号議案：令和２年度決算報告（説明：助友 裕子 委員） 

第３号議案：令和３年度事業計画案（説明：森川 洋） 

第４号議案：令和３年度予算案（説明：助友 裕子 委員） 

健康社会学研究会 代表 森川 洋 

 

Googleフォーム 
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◆令和 3年度会費納入のお願い 

毎年会費の納入についてご協力頂きありがとうございます。新年度会費の納入をお願いいたします。  

※ 振込票も郵送にて送付しております。 

 

【金額】 5,000円 

【会費納入先】 

 郵便振替：００１００－８－４１０２５ 口座名：健康社会学研究会 

 銀行口座：みずほ銀行広尾支店 普通 １８４２１２２ 健康社会学研究会 代表 森川洋 

 ゆうちょ銀行（金融機関コード：９９００）当座 〇一九店（ゼロイチキュウ店：店番０１９） ０

０４１０２５ ケンコウシャカイガクケンキュウカイ 

事務局からの連絡 

 

テーマ：コロナ禍を乗り切る感情的知性 

話題提供者：河村 洋子 先生（産業医科大学産業保健学部産業衛生科学科） 

 

【日 時】：2021年 6月 26日(土) 15:30～17:30 

【方 法】：オンライン会議システム Zoom  

 

今回の定例会では「コロナ禍を乗り切る感情的知性」と題して話をさせていただきました。 

この「感情的知性（Emotional Inteligence、以下 EI）は 1990年代半ばから日本でも紹介されてきま

した。EI とは端的に述べると「個人がまずは自分とそして他者の感情を認識し、感情を受け止め、表現

したり、対応すること」だと言えます。 

そもそもはビジネスマネジメントの研究者たちが論じ始めたものですが、2000年代後半には特にリ

ーダーシップの視点から論じられるようになっています。その後も人材開発や組織づくりに有用な EI 

は粛々と論じられてきたようですが、コロナ禍で医療機関が危機を乗り切る局面でその重要性が注目

を集め、登場する機会が多くなっているように感じます。コロナ禍に限らず、状況が変化して柔軟な対応

が求められ続けたり、忙しい日々が続くと、自分自身と他者の感情に目を向け、耳を傾けるのが難しく

なります。そのような状況をやり過ごさず、意識を少しでも向けて感情を大切にする、そしてそれをうまく

表現したり受け止めることで、自分自身と周囲が変わってくることを教えてくれる概念です。 

私自身も心に留めておいて、実際の行動につなげていきたいですし、皆さんにもそうしていただくこと

で、仕事とプライベートが糾える日々の生活がより良いものになることを願っています。 

 （文責：河村 洋子） 

第 130回 定例会報告 

 


